
【お知らせ】 

 市内他校との共通性や経済性、洗濯時の利便性、という観点から、 

①通学時の安全帽子（黄色）、体育など活動時の赤白帽子の基準を変更し

ます。 

②体育着（上）シャツの取り扱い生地を追加します。 

 

 来年度（令和４年度）入学の皆さんには、新しい基準でご案内・ご説明

し、学校全体としては年を追って順次切り替えていきます。 

 在校している皆さんは、安全帽子、赤白帽子については、現在使ってい

るものをそのまま使用していきますので、今すぐ変えてくださいというこ

とではありません。買い替えなどの必要が生じた際にご対応ください。な

お、在庫がある限りで、現在使用している帽子を購入することができます

。保護者の方の目で、またお子さんの目で確認いただくことができるよう

校内でも展示する予定です。（ホームページへの掲載も準備中です。） 

 

〇変更点 

【通学時の安全帽子（黄色】 

キャップ型（男子が着用しています）は、校章入りから「校章なし」にな

ります。 

ハット型（女子が着用しています）は、校章入りから「校章なし」に生地

がキャップ型と同様の生地になり、つばの調節が可能になります 

【赤白帽子】 

縫い方の規定はなくします。一般に売られている赤白帽子とお考えくださ

い。ただし、名前のワッペンは関小のものを白側の正面につけます。 

【体育着（上）】  

従来のシャツは引き続き取り扱いますが、乾きの早い生地のシャツの取り

扱いを加えます。ただし、名前のワッペンは関小のものを左胸部につけま

す。 

 

〇取扱店は、サン スポーツ（吉川市保６６９）、学生衣料のよしかわ（

旧 サラダ館 吉川市栄町１３４２－５）の２店舗です。 

※赤白帽子については、取扱店以外でも構いません。ただし、関小の名前

ワッペンは取扱店でお求めください。 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

日 曜 １０月の行事予定 

１ 金  

２ 土  

３ 日  

４ 月  

５ 火 全校朝会（オンライン） 委員会 

６ 水 Ｊアラート訓練 

７ 木 社会科見学５年（オンライン） 

８ 金  

９ 土  

10 日  

11 月  

12 火  

13 水  

14 木 スクールカウンセラー勤務日 

15 金  

16 土  

17 日  

18 月  

19 火  

20 水 ２年生遠足 

21 木 教育相談日 

22 金 ふれあいデー 

23 土  

24 日  

25 月 なまずの学習（３．４年） 

26 火 リユース見学（４年） 

27 水 就学時健康診断 ３時間授業 

28 木 １年生遠足、中央中学校公開（６年保護者のみ）  

29 金  

30 土 ＰＴＡ元気祭り（中止） 

31 日  

 

今月の給食費自動振替日は、１０月１日(金)
です。よろしくお願いいたします。 
(再振替日は15日です） 

吉川市教育大綱  家族を 郷土を 愛し 志を立て 凛として生きていく 

 すすんで学ぶ子・・・・かしこく 
 たすけ合う子・・・・・やさしく 
 けんこうな子・・・・たくましく 

 児童数  

４８５名 

吉川市立関小学校 学校だより 

      令和３年 １０月

号 吉川市吉川団地１－１０ 

ＴＥＬ ０４８（９８２）６２４７  

ＦＡＸ ０４８（９８４）５２７２ 

生活目標 

 時間を守って 

 行動しよう 

２学期当初、「３時間授業給食なし」から「４時間授業で給食」

、そして「通常の時間割」へと、段階的に学校の活動をスタートさ

せ、ほぼひと月を過ぎました。新型コロナウイルスの感染状況は、

減少傾向がみられるようになり、「緊急事態宣言」の解除がされま

した。しかし、油断はできないのが「感染症」という相手であり、

私たちが学んだ知見を生かすことは続けなければなりません。感染

防止に対しては、引き続き、マスクの着用などによる人との接し方

での配慮、換気などによる場の環境への配慮をし、意識をもって行

動して過ごしてまいります。 

保護者、地域のみなさまには、引き続き、お力添えを賜りますよ

う、お願い申し上げます。 

 

「〇〇たい」願いが「まなびのエネルギー」 
校長 坪井 俊治  

世の中に多くの「研究者」と呼ばれる人がいます。児童のみなさ

んも夏休みには「自由研究」に取り組みましたね。研究は生活の中

で抱いた不思議、学習を通して感じた疑問や願いから出発します。

「もしかしたら…」という仮説を検証する実験や観察を重ねて、答

えに近づいていきます。ただし、失敗やまちがいは“つきもの”で

あって、ストレートに答えにたどり着くことはありません。考え直

してさらに実験・観察…。ここで大切なのが、何としても「知りた

い」、「なぞ解きをしたい」というあきらめない探究心です。研究

していることは人から見れば、“とるに足りない”ことかもしれま

せん。しかし、人の心に湧き上がるこの探究心は、まさに、「まな

びのエネルギー」とも言えるものであり、後々の世の中を変えてい

く力にもなるものだと思います。 

科学での探究心に限らず、「知りたい」、「できるようになりた

い」、「伝えたい・教えたい」、「わかってもらいたい」…、自分

の願いを込めたが心に湧いたとき、人は調べたり試したり、繰り返

し鍛錬したりして“まなび”ます。 

コロナ禍続く中ですが、２学期の諸活動は、これから密度を高め

ていきます。日々の授業、学習活動の中で、子どもたちの心に湧き

上がる「○○たい」をしっかりと受け止めて、“まなびのエネルギ

ー”をふくらませ、「あきらめないでよかった」と思える“実り”

が得られるようにしてまいりたいと存じます。 

 


